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いつもゆめじゅく会活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

令和６年度のゆめじゅく会総会を、次のとおり開催します。各サークルの代表の方は、お忙しいと思いま

すが、 参加のほどよろしくお願い致します。 

日時：令和６年４月２３日（火）  １９時～２０時（予定） 場所：瀬戸会館 A室 

※尚、都合で出席できない方は、必ず代理の方の出席をお願いします。 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

１日 (月)   １３時３０分～ 

★移動図書館青い鳥号 

９日（火）・２３日（火） 

１５時１０分～１５時５０分 

★回転木馬 

１０日（水） １０時００分～１０時４０分 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★人権のつどい日 

１１日（木）１９時３０分～２１時００分 

★ゆめ喫茶 

１２日（金）１０時～ 

★ゆめじゅく会総会 

２３日（火）１９時００分～ 

★人権・同和教育関係行事 

１９日（金）令和６年度 愛隣連定期総会    

（テクノプラザ愛媛） 

 

 

 

 

３月の「人権のつどい日」は、小笠原忠彦人権啓発指導員に、 

「SongsⅡ～歌と人権～」と題して講演していただきました。 

   歌は、その時（時代）の人の気持ちや社会を映しだしたもの。じっくり        

歌詞を噛みしめて聴くと、改めてその歌の素晴らしさに気づくことがあります。 

2001 年に起こった９．１１世界同時多発テロ当時アメリカの運輸長

官で、人種や出身地による差別や偏見を許さないという信念を貫いた日系 2 世のノーマン・ミネタ・ヨシオ

さんと中島みゆきさんが歌う『Nobody Is Right』、長崎で自ら被爆し右半身に大けがを負い、妻を焼失

した自宅で亡くしながらも救護活動を続け、その後は、戦禍により学校に行けず教育が遅れた子どもたち

の教育に尽力し、享年 43 歳という若さで亡くなった医学博士である永井隆さんと藤山一郎さんが歌う昭

和歌謡の名曲の『長崎の鐘』、東京オリンピック男子マラソンで銅メダルに輝きながらその後、メキシコオリ

ンピックに対する国民の期待、両アキレス腱断裂、椎間板ヘルニアの手術、若手の台頭、そして、何より最

愛の人と結婚することができなかったことに苦悩し、自ら命を絶った円谷幸吉さんとピンク・ピクルスの『一

人の道』、10 歳の時にハンセン病を発症し、19 歳の時には赤痢に感染し、それから 6 年間も高熱に苦し

められ、手指を欠損し、視力を失う逆境にも負けずに、視覚障がい者を中心に手を使わずに演奏できるハ

ーモニカバンド「青い鳥楽団」を結成し団長となった近藤宏一さんと唱歌『ふるさと』。 

 

 

 

 

 

 

 
 
最初と最後に紹介してくださった、山口カズ子さんの詩 
人は忘れやすく弱いものだから あやまちを繰り返す だけど……… 
このことだけは忘れてはならない  
このことだけは繰り返してならない どんなことがあっても……… 

 この詩の言葉の重みを、4人の生き様と歌から学ばせてくれた講演でした。 

 

 

 

 

 

２月は、ひもなどを結んだり、編むことで模様を作りだしていく 

「マクラメ教室」、３月初旬には「お味噌作り体験教室」を開催しました。 

3歳児からお年寄りの方まで、幅広い年齢層の方約３０名が参加して 

くれました。マクラメ教室は、今後定期的に館事業として開催する方向 

で進めております。４月は「マクラメ教室」や「パン教室」を開催予定 

です。詳細は決まり次第館内にてポスターなどでお知らせします。ご興味がある方は是非ご参加ください。 

 

 

２０２４(令和６)年 

参加者からは、次のような感想が寄せられていました。 
自分が思っている“正しさ”と相手が思っている“正しさ”、一致しないことが多い。『Nobody 

Is Right』、“正しい”と思うことほど、危ういと思った。“正しい”か“正しくないか”ではなく、
どうすれば自分も相手も幸せに生きることができるか？それをみんなで考えていくことが大切
だと感じた。 

4 人のそれぞれの生き方、被った差別等を歌を通して深く考えさせられた。歌を聞きながら、
涙が出るほどの感動を覚えた。それぞれの生き様がすさまじく、人の力の偉大さ、強さ、たくま
しさを感じ、大変良いお話でした。 

 

～使い勝手の良い瀬戸・寿連合自治会館管理規程を～ 

自治会は安心・安全な住みよいまちづくりが最も重要な目的としてあげられますが、「いざ」とい

う時に昔ながらのお互い様、助け合いを醸成し、スムーズな自治会の運営を図ることが大事になり

ます。自治会館が完成して既に 1 年、これまで自治会館は連合自治会、若葉会「PPK 体操」などを

中心に利用されていますが、地域の人たちに自治会館をもっと活用してもらえるように、例えば習

い事、スクール、同好会、サロン、イベントなどに適した気軽な雑談や大事な話し合いに使用して

もらって、これからますます利用価値が高まる自治会館として活用すべく、現在、運用管理規程を

考えていますので、５月のゆめじゅく館報にて紹介します。 

瀬戸・寿連合自治会 会長 原 直人 

 

 

マクラメ教室 

お味噌作り教室 

4 月より曜日・時間が 

変更になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キング牧師は、アメリカ社会における黒人の地位向上と人々の平等をめざ 

して活動した人物です。キング牧師は、「最大の悲劇は善意の人々の沈黙で

ある」と言いました。運動を通じて彼が実感したのは、悪意あるあからさまな反対者より、善意ある人々の沈

黙が社会の前進を止めているということです。運動に賛意を示している人も、自分に利害関係が生じたり、

既得権を奪われたりすると感じたら、沈黙するかあるいは抑圧者側につくことを経験しています。現在の日

本でも、どこかの誰かが差別されているのであれば、無関心どころか差別を批判するにもかかわらず、自分

自身の周囲に関係すれば差別に加担、または、黙認してしまうという構図は、残念ながら存在しています。 

このような構図に、一石を投じてくれる宮城県・仙台市立仙台青陵中等教育学校三年松山陽奈さんの

作文「みんなのヒーロー」の一部を紹介します。（第 40回全国中学生人権作文コンテスト内閣総理大臣賞 受賞作品） 

私は毎朝バスに乗って通学している。火曜日と木曜日、その二日だけ手押し車と共に乗車するおばあさ

んがいる。バス車内から遠目にバス停に並ぶそのおばあさんの姿を確認すると乗客の何人かが分かりやす

くため息をつき、車内が凍りついたように静かになる。そのおばあさんは何も悪くない。ただ手押し車を持っ

ているからか乗るときに他の人よりも少し時間がかかるだけだ。「手伝います」と誰かが声を掛ければすぐ

解決するはずなのに、私を含めて誰もその一言が出てこない。なぜなら、乗客何人かが「乗らないでくれ」

という無言の圧力を放つからだ。なぜそのような態度をとる人がいるか理由は容易に想像できる。「なんで

こんなラッシュの時間帯に乗るのか。こっちは仕事があって急いでいるのだ。」という自分勝手な考えから

である。「手伝います」と声を掛けようとしている人もいるはずだが、無言の圧力に負けてしまっていた。そし

て乗客全員でおばあさんに圧をかけるような状況をつくり、おばあさんはいつからか小声で「すいません」

と言いながらバスに乗るようになっていた。 

ある日、ヒーローが現れた。ヒーローは、おじさんだった。おじさんは、おばあさんの乗るバス停に近づく

につれ、聞こえてくるため息を聞いて「皆さんお疲れですね。」と私に話しかけ、おばあさんがバスに乗ろう

とすると「おはようございます。手伝いますよ。」と声を掛けながら手押し車を軽々持ち上げて席を譲った。お

ばあさんは最初おじさんの行動に呆気に取られていたが、すぐに満面の笑みでお礼を言っていた。そんな

おじさんの行動を間近で見た感想は「おじさんは強い。」だった。無言 

の圧力を物ともせず、私がなかなかできなかったことをスマートにやって 

のけ、おばあさんを笑顔にしたおじさんはヒーローという言葉がピッタリ 

だった。私はそんなおじさんの行動に憧れて自分も自ら行動できるよう 

になりたいと思った。 

松山さんの作文を読んで、私も正しいことをスマートに、そして力強く 

できる「おじさんヒーロー」になろうと思いました。 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

※３月２０日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

瀬戸会館 HP 


